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８月25日から一泊二日の日程で、大川
西根小学校５年生と本校５年生が、一緒に
八峰町にあるあきた白神体験センターで、
体験活動を行ってきました。海でのシーカ
ヤックや留山での天然ブナ林の散策等、普
段は体験できない貴重な体験メニューに、
子どもたちは目を輝かせ、生き生きと取り
組んでいました。
また、多くの場面で大川西根小学校の皆

さんと協力して活動する姿が見られ、お互
いの親睦を一層深めることができました。

次に、子どもたちの感想を紹介します。
・一番楽しかったのはシーカヤックです。理由
は、一緒に漕いでいた友達と合わせて漕ぐ
ことができたし、しっかりと声を出してリズム
に合わせて漕ぐことができたからです。
・西根小のみなさんと一緒の活動でしたが、
グループのみんなのめあてを意識して行動
できてよかったです。
・食事の時間とシーカヤックの時間が心に残
っています。シーカヤックでは、仲間と協力
するときの声かけがとても大事なことに気づ
きました。友達との仲がより深まりました。
・海水浴が楽しかったです。家族や学校、ク
ラスの人たちにプレゼントするため、貝殻を
集めました。また、白神から学んだことは、

シーカヤック 海水浴

天然ブナ林 散策 全員で記念撮影

山の木がなくなると、水が流れなくなること
です。（ブナの森は水を蓄えていて、地面も
柔らかくふかふかでした。）

８月25日、ぽけっとさんの○○○○さ
んにお出でいただき、６年生を対象に絵
本の読み聞かせを行っていただきました。
今回読んでいただいたのは「ありがとう、
フォルカーせんせい」という絵本です。
主人公の女の子は、絵を描くことは得意
でも、学校へ行くようになってからも、
文字や数字が読めません。それが5年生
になった時、新しい先生がやってきて、
先生の愛情に満ちた粘り強い指導のおか
げで文字が読めるようになったというお
話です。その女の子は大人になり作家に
なります。実は、この本の作者(絵と文章)
が主人公の女の子だったのです。
読み聞かせをしていただいて、子どもた
ちは次のような感想を話してくれました。

・ この絵本の作者が主人公の女の子だと最
後に知って、びっくりした。
・字をまともに読めなかった女の子が、フォル
カー先生のおかげで字を読めるようになっ
て、学校が大好きになった。そして、この本
を書けるまでに成長したのがとてもすごいと
思った。

この後、年度末までに各学年１回ずつ読
み聞かせが予定されています。図書ボラ
ンティアの皆さん、今後もよろしくお願
いいたします。

【お願い】
本日別紙で「新型コロナウイルス感染症

の感染拡大防止対策の徹底について」とい
う文書を配付しております。ご確認の上、引
き続き、感染防止にご協力をお願いします。


